










1978 年 7 月より札幌市衛研において,TSH を加え T4によるスクリーニングが開始された。

1980年 12月までの1年半に31,955件のスクリーニングを行ったが,二次,三次性甲状腺機

能低下症は発見されなかった。しかし T4 低値を伴う TBG 異常者が数多く発見された。今回

本症の頻度,遺伝形式,及びTBG測定法について検討した。発見されたTBG異常者は28例(男

21,女 7 例)であった。男児は21 例中 1例を除き TBG 欠損症と考えられ,TBG は 19例で 1μ

g/ml 以下,1例は 1.35μg/mlであった。残りの 1例は再検査を繰り返したが TBGは 11.5μ

g/ml 前後であり,TBG減少症と診断された(図 1)。女児については T3U(Trilute)値は高値で

あったが,T4は 2.4～7.8μg/dl,TBGは欠損から11.75μg/mlの減少症まで種々の程度にわ

たっていた(図 2)。 


